
９ 2024年（令和6年）12月15日（日曜日） （第三種郵便物認可）
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　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

　
当
所
中
小
企
業
委
員
会
（
福
田
紀
幸
委
員
長
）
は
４
日
（
水
）
、
市
内
金
融
機
関
や
信

用
保
証
協
会
の

か
所
に
対
し
て
栗
林
定
正
会
頭
と
福
田
委
員
長
の
連
名
に
よ
る
要
請
書

を
手
渡
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
円
滑
な
融
資
や
、
事
業
継
続
の
た
め

の
長
期
的
な
金
融
支
援
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
２
３
３
回
珠
算
検
定
試
験
を
令
和
７
年
２
月

９
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
料
は
１
級
２
８
０
０
円
、
２
級
２
０
０
０

円
、
３
級
１
８
０
０
円
（
税
込
み
）
で
、
受
験
申

し
込
み
は
明
日
か
ら
１
月
９
日
（
木
）
ま
で
当
所

窓
口
ま
た
は
現
金
書
留
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

振
興
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
へ
。

珠
算
検
定
申
込
み
受
け
付
け

明
日
か
ら
来
月
９
日
ま
で

牧田会長（右）に要請書を手渡す福田委員長

120人を超える荷主や運輸事業者らが参加したポートセミナー

道東道延伸の必要性を訴える栗林会頭

役員の名前を読み上

げる尾越次年度会長
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当
所
青
年
部
（
＝
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・

阿
部
将
和
会
長
）
は

月

日

（
火
）
に
市
内
ホ
テ
ル
で
臨
時

総
会
を
開
催
し
、
令
和
７
年
度

役
員

人
を
選
任
し
た
。

　
次
年
度
会
長
を
務
め
る
尾
越

亮
介
氏
は
「
次
年
度
は
改
革
と

挑
戦
を
テ
ー
マ
に
組
織
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。
次
世
代
に

誇
れ
る
活
気
に
満
ち
た
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
を
目
指
し
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
メ
ン
バ
ー
へ
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。

　
次
年
度
役
員
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
・
年
齢
順
）
▼
副
会

長
　
工
藤
生
博
、
栗
林
周
次
、

宮
坂
司
、
綿
貫
裕
介
▼
専
務
理

事
　
山
口
尚
兵
▼
理
事
　
小
向

建
一
、
市
橋
夛
佳
丞
、
芦
崎
正

人
、
越
浦
豊
、
鈴
木
浩
昭
、
菊

地
徹
、
関
川
孝
輔
、
永
吉
秀
之
、

三
谷
さ
や
か
、
田
野
竜
之
介
、

木
村
彰
宏
、
栗
林
延
年
、
松
野

史
寛
、
佐
々
木
浩
、
福
田
大
輔
、

戸
田
了
介
、
森
崎
博
史
、
宮
腰

功
司
、
山
岸
弘
典
、
白
澤
篤
、
沼

田
倫
江
、
佐
久
間
泰
弘
、
井
嶋

勇
介
、
山
﨑
雄
生
、
村
山
義
彦
、

渡
邊
勇
太
▼
監
事
　
吉
田
勝
幸

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

（
＝
道
商
連
）
で
は
、

月

日
（
木
）
か
ら
の
２
日
間
で
、

北
海
道
経
済
が
抱
え
る
課
題
や

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
令
和

７
年
度
の
予
算
を
確
保
す
る
よ

う
中
央
要
望
を
行
っ
た
。

　
当
日
は
岩
田
圭
剛
道
商
連
会

頭
の
ほ
か
、
栗
林
定
正
当
所
会

頭
（
道
商
連
副
会
頭
）
を
含
む

道
内
の
会
頭
ら

人
が
参
加

し
、
国
土
交
通
省
や
財
務
省
、

経
済
産
業
省
に
対
し
て
全
道

商
工
会
議
所
会
頭
連
名
の
要
望

書
を
提
出
し
た
。

　
道
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
は
長
引
く
円
安
や
物
価
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
人
手

不
足
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　
今
回
は
、
事
業
者
の
経
営
環

境
改
善
に
向
け
た
負
担
軽
減
策

の
拡
充
や
経
済
対
策
の
実
行
、

中
小
企
業
の
『
稼
ぐ
力
』
を
後

押
し
す
る
税
財
政
支
援
、
物
流

を
支
え
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
自
然
災
害
に
備
え
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
関
す
る
予
算
の
確
保

を
強
く
要
請
し
た
。

　
ま
た
、

日
に
行
わ
れ
た
自

民
党
北
海
道
支
部
連
合
会
と
の

懇
談
に
お
い
て
栗
林
会
頭
は
、

道
東
道
『
阿
寒
Ｉ
Ｃ
〜
釧
路
西

Ｉ
Ｃ
間
』
の
開
通
に
触
れ
「
本

道
は
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を

守
る
重
要
な
道
で
あ
る
と
と
も

に
自
然
災
害
発
生
時
に
は
住
民

の
命
を
つ
な
ぐ
道
に
も
な
る
」

と
そ
の
必
要
性
を
訴
え
、
根
室

方
面
へ
の
延
伸
に
向
け
た
さ
ら

な
る
支
援
を
求
め
た
。

　
当
委
員
会
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
を

図
る
た
め
に
活
動
し
て
お
り
、

資
金
需
要
の
高
ま
る
年
末
に
向

け
、
毎
年
こ
の
時
期
に
市
内
の

金
融
機
関
に
対
し
て
融
資
の
円

滑
化
や
社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た

支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

　
当
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常

化
に
よ
り
人
の
動
き
が
活
発
化

し
て
き
た
一
方
で
、
人
手
不
足

や
円
安
、
物
価
高
騰
に
加
え
て

コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返
済
な
ど

の
要
因
が
重
な
り
、
先
行
き
は

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
今

回
の
要
請
で
は
、
福
田
委
員
長

を
は
じ
め
、
池
田
一
己
副
委
員

長
、
米
本
富
夫
副
委
員
長
ら
が

市
内

の
金
融
機
関
に
て
要
請

書
を
手
渡
し
、
事
業
者
の
資
金

繰
り
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
個
々
の
実
情
や
資
金
需

要
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ
円
滑
な

金
融
の
取
り
扱
い
と
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
の
活
用
や

借
換
え
な
ど
事
業
継
続
の
た
め

の
長
期
的
な
金
融
支
援
を
求
め

た
。

　
そ
の
う
ち
㈱
北
洋
銀
行
釧
路

中
央
支
店
で
は
、
釧
路
金
融
協

会
の
牧
田
知
也
会
長
（
同
行
支

店
長
）
へ
福
田
委
員
長
か
ら
「
人

手
不
足
や
円
安
、
物
価
高
騰
な

ど
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
関
連
融

資
の
返
済
が
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
な
か
、
新
規

の
運
転
・
設
備
資
金
の
確
保
を

迫
ら
れ
て
い
る
」
と
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
の
現
状
を
伝

え
「
事
業
継
続
に
は
金
融
機
関

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
金

融
の
円
滑
化
や
長
期
的
な
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
協
力
を

求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
牧
田
会
長
は

「
市
内
の
金
融
機
関
全
体
で
し

っ
か
り
支
え
て
い
き
た
い
」
と

応
え
た
。

　
釧
路
市
や
釧
路
港
湾
協
会
、

当
所
な
ど
が
主
催
す
る
『
釧
路

港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
』
を

月

日
（
木
）
北
見
市
で
開
催
し
、

ひ
が
し
北
海
道
の
道
路
網
の
整

備
状
況
を
説
明
し
た
ほ
か
、
２

０
２
４
年
問
題
と
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
域
の
物
流
課
題
に
お
け
る
釧

路
港
の
有
用
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
釧
路
市
水

産
港
湾
空
港
部
の
中
村
昌
克
次

長
が
釧
路
港
の
概
況
や
今
年
度

本
格
稼
働
し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。

　
釧
路
開
発
建
設
部
の
坂
憲
浩

部
長
は
、
道
路
網
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
歴
史
や
政
策
を
交
え

て
解
説
し
た
ほ
か
、
釧
路
―
北

見
間
の
パ
ー
キ
ン
グ
を
利
用
し

た
中
継
輸
送
の
社
会
実
験
な

ど
、
課
題
解
決
へ
向
け
た
動
き

を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
三
星
運
輸
㈱
（
美

幌
町
）
の
中
川
寿
一
代
表
取
締

役
社
長
が
運
輸
事
業
者
の
視
点

か
ら
釧
路
港
の
利
便
性
に
つ
い

て
講
演
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
と

道
内
各
港
と
の
陸
送
距
離
を
比

較
し
「
２
０
２
４
問
題
や
運
転

手
不
足
で
厳
し
い
状
況
の
中
、

日
帰
り
運
行
が
可
能
な
釧
路
港

は
重
要
な
港
湾
」
と
述
べ
た
。

　
一
方
で
、
釧
路
ま
で
の
道
路

は
カ
ー
ブ
や
鹿
の
出
現
が
多

く
、
運
転
手
は
強
い
緊
張
の
中

で
運
転
し
て
い
る
現
状
を
訴
え

「
釧
路
港
の
活
用
を
広
げ
る
た

め
に
は
安
全
に
走
行
で
き
る
道

路
網
の
整
備
が
必
要
」
と
強
調

し
た
。

　
最
後
に
、
三
ッ
輪
運
輸
㈱
外

航
課
の
齊
藤
至
課
長
よ
り
釧
路

港
の
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
の
概

況
を
紹
介
。
釧
路
港
を
利
用
す

る
こ
と
で
陸
送
距
離
の
短
縮
や

輸
出
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が

る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
当
資
金
は
、
小
規
模
事
業
者

の
経
営
改
善
に
必
要
な
資
金
を

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
日

本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保
・

無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
す

る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
は
２
０
０
０
万

円
（
２
日
現
在
利
率
１
・

％
）

で
、
返
済
期
間
（
う
ち
据
置
期

間
）
は
運
転
資
金
７
年
以
内
（
１

年
以
内
）
、
設
備
資
金

年
以

内
（
２
年
以
内
）
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
は
、
当
所

地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内


